
小松市災害廃棄物等処理計画の

改訂について（概要）

（１） 災害廃棄物推計量の修正等

〔主な改訂内容〕

ウ 片付けごみ、解体ごみの考え方を追加

（２） 令和４年８月４日の大雨災害及び令和６年能登半島地震の教訓等を踏まえた改定

・・・・・２～４

・・・・・５～８

1

ア 災害廃棄物対策指針（技術資料）の改訂を踏まえた災害廃棄物発生量（推計量）の見直し

イ 令和４年８月４日の大雨災害と同規模の水害が発生した場合の災害廃棄物発生量の推計（Ｌ０）の追加
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ア 現行計画は、石川県災害廃棄物処理指針に準じて、阪神・淡路大震災の実績データを活用した推計

方法を採用していましたが、令和５年４月に災害廃棄物対策指針の技術資料【技14-1】「災害廃棄物

の発生量の推計方法」が改定されたため、最新の知見を反映した対策指針の方針に準じて推計を行

いました。

イ 被害想定が行われている大規模水害だけでなく、令和４年８月豪雨のように頻発する可能性のある

小規模の災害も対象に、L０ケースとして災害廃棄物の発生量の推計を行いました。

ウ 近年水害が頻発し、片付けごみの問題に焦点が当たるようになったことを受け、これまでは「がれき」

として取り扱われていたものを「片付けごみ」と 「解体ごみ」に区分しました。

（１） 災害廃棄物推計量の修正等

ウ 片付けごみ、解体ごみの考え方を追加

ア 災害廃棄物対策指針（技術資料）の改訂を踏まえた災害廃棄物発生量（推計量）の見直し

イ 令和４年８月４日の大雨災害と同規模の水害が発生した場合の災害廃棄物発生量の推計（Ｌ０）の追加
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カテゴリー
加賀平野
の地震

大聖寺
の地震

梯川浸水 手取川浸水

L0 L1 L2 L1 L2

震
災
廃
棄
物

解体ごみ

(t) 261,052 55,352

- - - - -

(m3) 310,962 65,934

火事残渣

(t) 62,131 520

- - - - -

(m3) 214,920 1,800

片付けごみ

(t) 19,648 5,338

- - - - -

(m3) 25,363 6,890

家庭ごみ・避難所ごみ (t/日) 52.4 52.4 - - - - -

し尿 (kL/日) 60.2 37.1 - - - - -

浄化槽汚泥 (kL/日) 26.0 31.0 - - - - -

水
害
廃
棄
物

解体ごみ

(t)

- -

1,247 - - - -

(m3) 1,486 - - - -

片付けごみ

(t)

- -

2,108 21,060 31,773 6,334 7,665 

(m3) 4,136 41,319  62,338 12,428 15,039 

家庭ごみ・避難所ごみ (t/日) - - 52.4 52.4 52.4 52.4 52.4

し尿 (kL/日) - - 5.7 58.6 87.8 21.3 25.6

浄化槽汚泥 (kL/日) - - 123 877 1,304 290 343

カテゴリー
加賀平野
の地震

大聖寺
の地震

梯川浸水 手取川浸水

L1 L2 L1 L2

震
災
廃
棄
物

がれき

(t) 463,557 111,819

－ － － －

(m3) 736,286 166,376

火事残渣

(t) 71,640 600

－ － － －

(m3) 214,920 1,800

家庭ごみ (t/日) 55 55 － － － －

し尿 (kL/日) 49.0 31.0 － － － －

粗大ごみ

(t) 6,267 1,680

－ － － －

(m3) 12,534 3,361

津波堆積物
(想定津波)

(t) 85,680 85,680

－ － － －

(m3) 58,685 58,685

水
害
廃
棄
物

水害廃棄物

(t) － － 28,675 65,908 11,532 16,206

(m3) 54,483 125,226 21,911 30,792

家庭ごみ (t/日) － － 55 55 55 55

し尿 (kL/日) － － 47.3 70.0 18.3 21.6

浄化槽汚泥(kL/日) － － 981 1,458 325 384

○災害廃棄物の推計量

〔改定前〕 〔改定後〕

（計画Ｐ34表2.4.1）〔追加〕
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○仮置場の必要面積

想定災害

仮置場必要面積（m2）

がれき

津波
堆積物

粗大
ごみ

木くず
ｺﾝｸﾘｰﾄ
がら

金属
くず

残材 計

加賀平野の地震 48,168 21,446 6,310 41,883 117,807 9,390 2,005

大聖寺の地震 10,318 6,437 1,743 8,124 26,622 9,390 538

想定災害

仮置場必要面積（m2）

畳 木製建具 破砕ごみ 合計

梯川の浸水

L1 3,403 454 4,861 8,718

L2 7,918 1,056 11,064 20,038

手取川の浸水

L1 1,381 185 1,941 3,507

L2 1,948 260 2,720 4,928

〔改定前〕

仮置場必要面積(m2)

想定災害 加賀平野の地震 大聖寺の地震

解体ごみ 木くず 39,918 8,464

コンクリートがら 38,934 8,255

金属くず 2,932 622

可燃物 14,145 2,999

不燃物 28,456 6,034

小計 124,385 26,374

片付けごみ 10,145 2,756

合計 134,530 29,130

仮置場必要面積(m2)

想定災害
梯川の浸水 手取川の浸水

L0 L1 L2 L1 L2

解体ごみ 木くず 191 - - - -

コンクリートがら 186 - - - -

金属くず 14 - - - -

可燃物 68 - - - -

不燃物 136 - - - -

小計 594 - - - -

片付けごみ 1,654 16,527 24,935 4,971 6,016

合計 2,249 16,527 24,935 4,971 6,016

（震災廃棄物）

（水害廃棄物）

〔改定後〕

（震災廃棄物）

（水害廃棄物）
（計画Ｐ36表2.5.2）

（計画Ｐ36表2.5.3）
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（２） 令和４年８月４日の大雨災害及び令和６年能登半島地震の教訓等を踏まえた改定

令和４年８月４日の大雨災害で得られた経験を継承していくため、当時の行動を事例として追加したことに加え、初

動の対応を「行動マニュアル」として整理しました。更に、計画改定時までに得られた令和６年能登半島地震の教訓

等も一部計画へ反映しました。

※改訂時点において令和６年能登半島地震に係る災害廃棄物処理が完了していないため、反映箇所は一部のみと

なっています。

〔組織体制の構築にあたって人員が不足する場合の要請先の表追加〕

要請先 要請内容

災害対策本部

・災害廃棄物対応に係る実務経験を有する庁内職員

・平時に災害廃棄物対応に係る訓練を受けた庁内職員

・協定締結団体

・地方公共団体（例：全国市長会及び全国町村会による被災市町村に対する中長期の職員派遣制度等）

県
・県内の地方公共団体

・県内の民間事業者

国（中部地方環境事務所）
・県外の地方公共団体

・県外の民間事業者

（計画Ｐ114表4.1.2）

〔損壊家屋の解体・撤去関係〕

● 損壊家屋等のり災証明書の担当課と連携し、り災

証明書の発行受付時に損壊家屋等の撤去解体意向

を所有者へ確認するためのアンケートを実施すること

で、災害廃棄物等の発生量の見込や今後の公費解体

の規模を把握することができる。

（計画Ｐ96参考資料10）



〔【参考】令和４年８月４日の大雨災害における本市の対応事例（1/3）〕

６（計画Ｐ139参考資料17）



〔【参考】令和４年８月４日の大雨災害における本市の対応事例（2/3）〕

７（計画Ｐ140参考資料17）



〔【参考】令和４年８月４日の大雨災害における本市の対応事例（3/3）〕

８

（計画Ｐ141参考資料17）


